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93修士論文要旨

企業のスポーツ支援活動と株主価値に関する研究

小幡 績 井上 光太郎

宮崎 浩次郎80931136

高橋 大志

本論文は企業のスポーツ支援活動、特にオリンピックへの

協賛という観点から分析を行い、スポーツ支援活動を行う企

業の動機と効果、ひいては株主価値に対してどのような影響

を与えているのかを確認することを試みたものである。

近年の経済不況に伴い、コスト削減を目的として自社の持

つクラブチームや部活動を休部・廃部にする企業が増加して

いる。このような環境の下、企業がスポーツ支援を行う意義

についての議論が高まっており、企業がより効率的で優れた

経営を行うためにもスポーツ支援の意義を明らかにすること

は重要である。

このような問題意識を背景として、本研究では、最も広く

知られたスポーツイベントのひとつであるオリンピックに焦

点をあて、オリンピックへの協賛と株主価値の関係という観

点から分析を行った。分析の進め方としては、「オリンピッ

クへ協賛することは株主価値を高める」という仮説を立て、

実証分析を通じ、その検証をおこなった。さらに、本研究で

は、オリンピック協賛企業の財務内容、およびスポーツ支援

と関係の深い CSR を考慮した分析を行い、オリンピック協

賛企業の特徴および、協賛の動機についても考察を試みた。

分析の結果、(1) オリンピック協賛企業の中でも、長期に

渡って協賛している企業の株価収益率は、リスク調整後にお

いてもプラスの収益率を獲得していること、(2) オリンピッ

ク協賛時の企業の特徴として、高業績で成熟した企業が多い

こと、その一方で、(3) CSR に対して特別積極的な企業ばか

りではないことなどの興味深い現象を見出した。これらの結

果は、オリンピックに長期協賛することと株主価値を高める

ことの間に関連性があることを示唆するものである。

今後の課題としては、(1) 長期協賛企業に表れている超過

収益 ( α ) の要因に関する詳細な分析 (2) 本研究の対象外で

ある非上場企業の分析、(3) オリンピック開催前後に表れる

株式の超過収益 ( α ) が大会ごとに大きく変動する要因の探

求、(4) オリンピック協賛の動機に関するより詳細な分析な

どが挙げられる。


